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ま
ち
づ
く
り
の
中
で
雪
の
位
置
付
け
は
ど
う
か
。

　
　
雪
を
単
に
克
服
す
る
対
象
で
は
な
く
、
地
域
文
化

の
基
盤
で
あ
る
と
と
も
に
、
観
光
や
産
業
に
新
た
な
価

値
を
生
み
出
す
資
源
と
捉
え
、
克
雪
と
利
雪
の
取
組
を

一
体
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
　
部
局
横
断
で
専
門
的
に
雪
に
関
す
る
施
策
を
推
進

す
る
、「
雪
戦
略
官
」
を
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
庁
内
関
係
部
局
の
情
報
共
有
や
協
力
は
も
と
よ
り
、

関
係
機
関
や
地
域
団
体
等
と
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
る
こ

と
が
効
果
的
と
考
え
て
お
り
、

部
局
横
断
的
な
推
進
の
役
割
を

担
う
職
の
設
置
は
、
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

部
活
動
の
地
域
展
開
、
検
証
結
果
は
ど
う
か
？

　
　
令
和
８
年
４
月
か
ら
休
日
の
学
校
部
活
動
を
実
施

し
な
い
こ
と
と
し
た
が
、
検
証
結
果
は
ど
う
か
。

　
　
休
日
に
勤
務
し
た
際
に
教
員
に
支
給
さ
れ
る
教
員

特
殊
業
務
手
当
の
う
ち
、
部
活
動
に
関
わ
る
申
請
件
数

は
、
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
４
か
月
間
で
、
令
和
７
年

度
は
６
１
１
件
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
令
和
８
年
度

は
28
件
と
95
・
４
％
の
減
少
と
な
っ
た
。
休
日
の
部
活

動
の
指
導
が
長
時
間
労
働
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
し

て
指
摘
さ
れ
て
い
た
中
、
こ
の
見
直
し
は
中
学
校
教
員

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
市
で
は
住
民
票
・
税
証
明
・
福
祉
関
係
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
窓
口
業
務
が
あ
る
が
、
申
請
書
記
入
の
負
担
、

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
へ
の
支
援
体
制
、
待
ち
時
間

の
長
さ
、
手
続
き
の
重
複
な
ど
、
市
民
か
ら
改
善
の
要

望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
当
市
で

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
情
報
化
推
進
や

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
拡
大
、
庁
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
基
盤
が
整

い
つ
つ
あ
る
た
め
、「
書
か
な
い
窓

口
」
の
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
「
書
か
な
い
窓
口
」
は
、
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
が

複
数
の
課
で
手
続
が
必
要
な
場
合
も
、
一
度
だ
け
必
要

事
項
を
専
用
の
シ
ス
テ
ム
に
入
力
す
る
だ
け
で
、
複
数

の
申
請
書
に
氏
名
や
住
所
な
ど
同
じ
内
容
を
繰
り
返
し

記
入
す
る
必
要
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
職
員
に
よ
る
入

力
作
業
も
簡
素
化
さ
れ
、
対
応
時
間
や
待
ち
時
間
の
短

縮
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
市
民
・
職
員
双
方
に
と
っ

て
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
市
で

は
、
市
民
課
な
ど
の
関
係
課
が
協
議
を
開
始
す
る
な
ど
、

「
書
か
な
い
窓
口
」
の
導
入
に
向
け
た
検
討
に
着
手
し

て
い
る
。
先
行
自
治
体
で
は
新
た
な
シ
ス
テ
ム
整
備
に

加
え
、
申
請
受
付
か
ら
処
理
ま
で
の
業
務
の
流
れ
や
職

員
の
役
割
分
担
の
見
直
し
を
併
せ
て
行
う
こ
と
が
成
果

に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
市
の
窓
口
全
体
が
市
民
の
皆
様

に
と
っ
て
利
用
し
や
す
く
、
職
員
に
と
っ
て
も
効
率
的

な
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
　
小
学
生
の
通
学
環
境
は
、
酷
暑
や
豪
雪
、
大
型
鳥

獣
の
出
没
、
学
校
の
統
廃
合
に
よ
る
通
学
距
離
の
増
加
、

保
護
者
の
就
労
環
境
の
変
化
に
伴
う
家
庭
に
よ
る
送
迎

や
少
子
化
に
よ
る
集
団
登
下
校
の
困
難
化
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
転
手
不
足
、
送
迎
家
族
の
高
齢
化
、
見
守
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
不
足
等
、
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
児
童
を
取
り
巻
く
通
学
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、

個
別
に
対
処
す
べ
き
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
上
越
市
立
小
中
学
校
適
正
配
置
基
準
（
平
成
22
年

策
定
）
に
お
け
る
通
学
基
準
で
は
、
通
学
時
間
を
お
お

む
ね
30
分
以
内
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
や
定
め
ら

れ
た
公
式
は
あ
る
か
。

　
　
当
市
で
は
国
の
基
準
を
参
考
に
し
た
。
基
準
を
決

め
る
に
あ
た
っ
て
の
根
拠
や
公
式
は
無
い
が
、
保
護
者

に
は
今
ま
で
以
上
に
丁
寧
に
説
明
を
し
て
い
く
。

　
　
今
後
は
、
全
市
域
を
対
象
と
し
た
通
学
環
境
の
定

期
的
な
検
証
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
市
長
部
局
と

の
連
携
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
く
か
。

　
　
現
時
点
で
は
全
市
域
で
検
証
を
行
う
予
定
は
な
い

が
、
学
校
統
合
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
個
別
の
課
題
に

引
き
続
き
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
。

今
後
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
も
含

め
、
地
域
公
共
交
通
全
体
の
中
で
、

ど
う
通
学
す
る
か
を
検
討
す
る
こ
と

も
必
要
と
考
え
る
。
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環
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